
観音寺に十重の古塔
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藤
島
亥
治
郎
・本
田
敏
雄
の
大
著
「塔
」（昭
和
53
年

光
村
推
古
書
院
刊
）の
「石
塔
」に

は
三
重
か
ら
十
三
重
の
石
塔
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
九
重
（十
重
を
含
む
）に
重
文
の
京
都
引

接
寺
（い
ん
し
ょ
う
じ
）の
十
重
が
あ
る
が
、
十
重
は
大
き
な
屋
根
が
つ
い
て
い
る
。
十
重
の
石

塔
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

牡
丹
の
花
が
繚
乱
と
咲
く
春
の
一
日
、
逆
井
観
音

寺
に
は
、
あ
た
り
を
制
す
る
よ
う
な
十
重
の
石
塔
が

運
び
込
ま
れ
た
。

十
重
（
じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
）
の
古
塔
で
あ
る
。

四
月
二
十
八
日
、
逆
井
観
音
寺
の
本
堂
左
側

に
立
ち
あ
が
り
、
境
内
は
、
ま
す
ま
す
風
格

を
増
し
、
翌
日
の
祝
日
に
牡
丹
を
鑑
賞
に
来

た
人
た
ち
に
、
慈
し
み
の
目
を
注
い
で
い
る

よ
う
で
あ
る
。

一
層
の
屋
根
ご
と
に
、
仏
さ
ま
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
。
不
動
明
王
、
釈
迦
如
来
、

文
殊
菩
薩…

。
そ
の
一
層
ご
と
に
は
が
さ
れ
、

市
川
か
ら
運
び
込
ま
れ
た
。

戸
部
謹
爾
住
職
の
茶
道
の
師
匠
内
山
喜
仙

師
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
。

よ
く
見
る
と
塔
身
に
梵
字
ら
し
い
字
が
見

え
、
制
作
年
代
か
、
延
暦
十
三
年
の
文
字
、

鳥
居
の
絵
が
３
面
、
あ
と
の
１
面
に
は
蓮
の

花
の
絵
が
見
え
る
。
梵
語
は
遣
唐
使
の
空
海

が
持
ち
帰
っ
た
。
平
安
初
期
の
こ
と
、
そ
れ

以
前
の
梵
字
は
間
違
い
が
多
い
と
い
う
。
こ

れ
は
空
海
以
前
に
建
立
さ
れ
た
こ
と
を
意
味

す
る
、
と
い
う
の
が
住
職
の
解
釈
で
あ
る
。

延
暦
十
三
年
は
、
西
暦
七
九
四
年
、
遠
い
奈

良
時
代
で
あ
る
。

こ
う
し
て
近
隣
に
な
い
古
塔
が
逆
井
の
空

に
立
つ
。
「
じ
ゅ
う
じ
ゅ
う
の
塔
」
で
は
な

く
「
と
え
の
塔
」
と
呼
び
た
い
と
住
職
。

す
ぐ
隣
に
は
先
代
ゆ
か
り
の
十
三
重
の
塔

が
孤
高
の
輝
き
を
見
せ
る
。

牡
丹
咲
く
遍
照
金
剛
十
重
の
塔
（
秀
峰
）

当
日
の
「
草
の
実
俳
句
会
」
の
一
句
。訂正 2版


